



























屏風等で隔てるといったように、現在 あり方とは趣を異にする点も散見される。総じ 、お給仕や報恩講はじめ、年中の祖師・高僧など 勤めごとの心得は細部まで厳格で、近世真宗門徒 日常 べき姿が浮き彫りとなる。そして、真宗の仏事全般を考察するために、ここに全文
を翻刻する。　
そこで、あらためて「お内仏」とは何か、という点についても若干の




















































































仏」と伝承してきたとす 解釈とは齟齬が生じるこ を付記し おきたい。
注①
　







なお、 翻刻と入力 あたっては千枝大志氏 （同朋大学仏教文化研究所） ・
川口淳氏（同） ・中川
 剛
 マックス氏（同） 、榎本明美氏に御協力いただ
いた。記して謝意を表したい。
同朋大学佛教文化研究所紀要
　
第三十九号
三六
　　
凡例
　
翻刻にあたっては、漢字を適宜通行体に改めた。振り仮名が明らかに
誤植のものも一部にあるが、原本に沿った。また、最後の略文字部分については活字に表現できないので、原本を転写した。 （
1オ）は丁数を
示す。読み易くするために、適宜読点を付した。『真宗東派
在家勤行年中行事』
　
書
　
誌
縦十一・五㎝、横十六・三㎝朱表紙、横本、袋綴。全二十七丁 但二十八丁（オ）は裏表紙に糊付。巻末二十七丁（ウ） ・二十八丁（オ）に跋文あり。これに続き、以下の刊記あり。　　　　
文政十二丑年初夏
　　
発起
　　
釋朋公（印影）
　　　　
名古屋本町五丁目
　
尾張書林
　　
本屋重兵衛
「お内仏考」
三七
《翻刻》	
（1オ）　　
 真宗東派
在家勤行年中行事
（1ウ）	
序
	
夫真宗の御
門モン
徒ト
朝夕
勤コン
行ギョウ
	
の
大タイ
意イ
ハ、
知チ
恩オン
報ホウ
徳トク
の
為タメ
なり、
	
また
自シ
信シン
教ケウ
人ニン
信シン
大タイ
悲ヒ
傳テン
	
普フ
化クヱ
にして、
其ソノ
源ミナモト
六字の
	
果クワ
号ガウ
なり、
然シカ
れは无上大利
	
の
功ク
徳トク
を
得エ
奉るべし、
	
抑ソモ〳〵
大小の
寺ジ
院イン
だに夫々
	
勤コン
行ギヤウ
の
格カク
式シキ
あり、いかに
況イハン
や
	
在サイ
家ケ
の
徒ト
分フン
に
過スキ
たるゝ、
却カヘリ
而テ
	
不フ
如ニョ
法ホウ
也、亦在家ハ
事コト
繁シゲ
	
からざるを
要エウ
とす共いえり、
（2オ）	
假タトヒ
令
勤コン
行ギャウ
ハ
疎ソ
略リャク
の
様ヤウ
たり共、
	
掟ヲキテ
を
守マモ
らば何ぞ
冥ミャウ
慮リョ
ニ
も
	
叶わざらんや、
故ユヘ
にこたび在家
	
内ナイ
佛フチ
朝テウ
夕セキ
勤行の
作サ
法ホウ
幷
荘シャウ
	
厳ゴン
の
差シャ
定ヂャウ
を
挙アゲ
て、念仏行
	
者
信シン
后コ
相ソウ
続ソク
の
一井チ
助ショ
とす、
是コレ
し
	
かしながら
真シン
成シヤウ
報ホウ
仏フチ
恩オン
にも
	
相アイ
備ソナハ
り、また
讃サン
佛フチ
乗シヤウ
転テン
法ホウ
	
輪リン
の
因イン
縁ヱン
ともなれかしと
	
短タン
毫ガウ
を
走ハス
る事しかり、
	
　　
釋朋公謹言（印）
（2ウ）　
 真宗東派
在家勤行年中行事
	
　　
御仏前御
給キウ
仕ジ
之次第
	
一、先ツ
手テウ
水ヅ
をつかひ口すゝき
	
　　
肩カタ
衣キヌ
をかけ、
数シユ
珠ズ
を
持モチ
仏フチ
檀ダン
	
　　
を
開ヒラ
き
輪リン
燈トウ
に
火ヒ
を点じ、
	
　　
土ト
香カウ
炉ロ
幷
御
脇ワキ
香炉に
香カウ
	
　　
を
焚タキ
、
夫ソレ
ゟ御らうそくを
上アケ
	
　　
夫ゟ
上ウハ
香炉に
沈シン
香カウ
を
焚タキ
、
	
　　
篤トク
と
拝ハイ
礼レイ
をとげ御
荘シヤウ
厳ゴン
幷
	
　　
御
道タウ
具グ
等かざり
様ヤウ
之ゆがミ
	
　　
ひづミを
直ナヲ
し、夫ゟ
勤コン
行ギヤウ
（3オ）	
　　
可
レ仕事、
	
　　
右之次第ニ候ヘハ、
数シユ
珠ズ
肩カタ
衣キヌ
ハ
	
　　
仏フチ
檀ダン
には
不イレ
二入オカズ
置
一、次之間ニ
差サシ
置ヲク
	
　　
方カタ
可然事、
	
一、
在ザイ
家ケ
ハ平日勤行ハ
勿モチ
論ロン
両リヤウ
	
　　
御
迨タイ
夜ヤ
・御
明メイ
日ニチ
御
祥シヤウ
月ツキ
を
初ハジメ
、
	
　　
年頭
歳セイ
暮ボ
・
盆ボン
中チウ
ニ
至迄
都スベテ
而
	
　　
御
和ワ
賛サン
次第三首引相勤候事、
	
　　
但、次第三首
章シヤウ
節セツ
未ミ
練レン
之
族ヤカラ
	
　　
隔カク
三首
ニ
而も可
レ然候、淘ハ三ツユリ
	
　　
迄を
最サイ
上ジヤウ
之御
敬ウヤマイ
と心得候事、
	
一、報恩講御
取トリ
越コシ
斗ハカリ
ハ六首引
（3ウ）	
　　
にてもよし、
近チカ
来コロ
正信偈
真シン
	
　　
四句目
下サガ
りニ相勤候へ共、
元クワン
来ライ
は
	
　　
中チウ
拍ヒヤウ
子シ
ニ
而念仏賛ハ三ツユリニ
	
　　
限カギ
るべし、五ツユリ等ハ無用之事、
	
一、回向ハ在家之分
都スベテクワン井
而願以
	
　　
此シ
功ク
徳ドク
に
限カギ
るべし、外の回向
	
　　
文ハ御免無
レ之事、
	
一、報恩講御取越
并
正月三ヶ日・
	
　　
盆中ハ朱らうそく
上アケ
度タキ
事、
	
一、御
供ク
器ゲ
ハ
都スベテ
而
白シラ
供ク
器ゲ
可用之、
	
　　
金キン
供ク
器ゲ
ハ
背ソムキ
之事、
	
　　
但報恩講にハ
近キン
来ライ
乍ソムキ
背ナガラ
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（4オ）	
　　　
多ヲヽ
く用ゆ
可カ
也ナリ
、
	
一、御らうそく上ヶ候節ハ上ハ
香カウ
	
　　
炉ロ
に
焼シヤウ
香コウ
可
レ仕事、
	
　　
但
是コレ
ゟ次下
ニ
焼シヤウ
香カウ
可仕と
	
　　
あるハ
上ウハ
香カウ
炉之事也、
	
一、御
打ウチ
敷シキ
かけ候節ハ
必
カナラズ
御
花ケ
束ソク
	
　　
相アイ
備ソナ
へ候事と
心コヽロ
得ヱ
置ヲキ
事、
	
一、御
仏フ
供ク
ハ平日朝勤行
済スミ
	
　　
之上
ニ
而相
備ソナ
へ可
レ然候、但夫々
	
　　
御
忌キ
日ニチ
ニハ
心コヽロ
懸カケ
て御
仏ブ
供ク
上アゲ
	
　　
候之上勤行すべし、
是コレ
を
兼ケン
日ニ
中チウ
	
　　
の御
敬ウヤマ
ひといふ、尤四ツ八分を
（4ウ）	
　　
限カギ
り
ニ
下サケ
るべし、然ハ御
迨タイ
夜ヤ
ニ
ハ
	
　　
御
仏フ
供ク
上ヶ候
ニ
不及候、
都スベテ
而
佛ホトケ
ニ
	
　　
昼ヒル
後ゴ
備ソナヘ
物モノ
ハせぬものと
心コヽロ
得ヱ
	
　　
置事、
	
一、
炎ヱン
暑シヨ
之節勤行之時、
導タウ
師シ
ハ
	
　　
勿モチ
論ロン
助ジヨ
音イン
たり共、
扇アフキ
遣ツカ
ひ候
	
　　
事
甚ハナハタ
よろしからず、
禁コレヲキンズ
之
、
	
一、平日
朝アサ
夕ユフ
勤行之時
土ド
香カウ
炉ロ
	
　　
ばかり
ニ
香カウ
を
焚タキ
、御らうそく
	
　　
上ず御
焼シヤウ
香カウ
なし、正信
偈ケ
舌ゼ
々ヽ
	
　　
念仏賛
回ヱ
向カウ
共二ツユリたるべし、
（5オ）	
一、十二月大晦日
歳セイ
暮ボ
之勤行は、
	
　　
正月元日
設モフケ
之
荘シヤウ
厳ゴン
かざり立
	
　　
候之上、可
二相勤
一候、尤御らうそく
	
　　
上ヶ焼香も可仕候、
	
　　
正信偈
　
舌ゼ
々ヾ
	
　　
念仏賛
　
南無阿弥陀仏ノ回向ノヨリ次第三首回向共ユリ三ツ
	
　　　
御文
　　
なし
	
　　
但、御
鏡カヾミ
餅モチ
ハ二
重ヂウ
三重或ひハ
	
　　
五重ニも
格カク
好コフ
次第、上
ニ
葉ハ
附ツキ
の
	
　　
ミかんを
置ヲキ
、
台タイ
ハ
白シラ
片ヘ
器ギ
ニ
紙カミ
	
　　
を
敷シキ
、
左サ
右ユフ
ニ
相アイ
備ソナヘ
可申候、
	
一、御
華ハナ
ハ
真シン
若ワカ
松マツ
、うけひかへ梅、
（5ウ）	
　　
そへハ
柳ヤナギ
草クサ
、
留トメ
ニ
笹サヽ
をあしらふ也、
	
一、御
打ウチ
敷シキ
御
卓シヨク
上下共かけ候事、
	
　　
尤モトモ
赤アカ
地ヂ
よろし、
	
一、正月元日
蝋ラウ
燭ソク
上ヶ
焼シヤウ
香カウ
可
レ仕候、
	
　　
其ソノ
身ミ
分フン
に
応オヽ
し
袴ハカマ
肩カタ
衣キヌ
、
或アルヒ
ハ
	
　　
のし
免（め）
麻アサ
上カミ
下シモ
着チャク
用ヨウ
之事、
	
　　　
正信偈
　
中拍子
	
　　
念仏賛
　
弥陀成仏ヨリ次第三首
	
　　
回向共ユリ三ツ
	
　　
御文
　　
或人イハク
　
一帖目
	
一、同日夕時
　
同上
	
　　　
念仏賛御文共次第廻り
ニ
勤
レ之、
	
一、二日朝夕
　
右
ニ
准シュン
ジ廻り口勤
レ之、
（6オ）	
一、三日朝夕
　
右同断
	
　　　
但四日朝勤行
済スミ
之上御
鏡カヽミ
餅モチ
下サゲ
、
	
　　
御
打ウチ
敷シキ
等も
取トリ
仕シ
廻マイ
平日
ニ
すべし、
	
　　
御本山御坊所ハ
七ナヽ
艸クサ
迄なれ共、
	
　　
在家ハ四日朝切
ニ
取仕廻候事、
	
一、四日朝ゟ平日
	
　　　
正信偈
　
舌ゼ
々ヾ
	
　　
念仏賛
　
廻り口回向共ユリ二ツ
	
　　
御文
　　
廻り口
	
一、平日之夕時
	
　　　
正信偈
　
舌々
  短タン
念仏回向
	
　　
御文
　　　　
なし
ニ
而もよろし
（6ウ）	
一、正月十五日朝
	
　　　
正信偈
　
中拍子
「お内仏考」
三九
	
　　　
念仏賛
　
廻り口三首引
	
　　 　　
回向トモユリ三ツ
	
　　
御文
　　
廻り口
	
一、同
夕ユフ
時ジ
	
　　　
正信偈
　
舌々
　
短タン
念仏回向
	
　　
御文
　　
無之
	
一、毎月廿一日夕時
月ツキ
次ナミ
御
迨タイ
夜ヤ
	
　　
御
華ハナ
御らうそく上ヶ御焼香可
レ仕候、
	
　　
正信偈
　
中拍子
	
　　
念仏賛
　
廻り口三首引
	
　　
回向共ユリ ツ
	
　　
御文
　　
末マチ
代タイ
无ム
智チ
　
五帖目
（7オ）	
一、毎月廿二日御
明メイ
日ニチ
	
　　
御
仏フ
供ク
備ソナヘ
之御らうそく上ル、
	
　　
御
焼シヤウ
香カウ
可仕候、
	
　　
正信偈
　
中チウ
読ドク
	
　　
念仏賛
　
太子賛ノ内三首引
	
　　
回向トモユリ三ツ
	
　　
御文
　　
毎マイ
月クワチ
両リヤウ
度ド
　
四帖目
	
一、同日夕時ハ平日たるべし、
	
一、毎月廿四日夕時ゟ廿五日朝迄ハ
	
　　
元グワン
祖ソ
并
蓮レン
師シ
の御
忌キ
日ニチ
ニ付、御
華ハナ
	
　　
御らうそく上ヶ御焼香可仕候、
	
　　
正信偈
　
中拍子
	
　　
念仏賛
　
廻り口三首引
	
　　
回向トモユリ三ツ
（7ウ）	
　　
御
　
文
　
廻り口
	
　　
但廿五日朝ハ聖人和賛之内引べし、
	
一、正月
　
廿四日夕時
	
　　　
廿五日
　
朝
　
迄之次第
	
　　
元クワン
祖ソ
御キヨ
忌キ
ニ
付御
華ハナ
ハ
勿モチ
論ロン
上ウハ
卓シヨク
ニ
	
　　
御
打ウチ
敷シキ
かけ
軽カロ
く御
華ケ
束ソク
備ソナヘ
之、
	
　　
御
仏フ
供ク
御らうそく上ヶ御
焼シヤウ
香コウ
	
　　
可
レ仕候、尤夕時ハ
平ヘイ
日ジツ
之通、
	
　　
正信偈
　
中拍子
	
　　
念仏賛
　
聖人和賛ノ三首引
	
　　
回向トモユリ三ツ
	
　　
御文
　　
廻り口
ニ
而
差シヤ
別ベチ
ニ不
レ及
	
一、毎月廿七日
　
夕ユフ
時ジ
月ツキ
次ナミ
御
迨タイ
夜ヤ
	
　　
御
華ハナ
御らうそく上ル、御焼香可
レ仕候、
（8オ）	
　　
正信偈
　
中拍子
	
　　
念仏賛
　
弥陀成仏ヨリ次第三首
	
　　　　　　　
回向共ユリ三ツ
	
　　
御文
　　
聖人一流
　
五帖目
	
一、毎月廿八日朝御
明メイ
日ニチ
右同様、
	
　　　
正信偈
　
同上
	
　　
念仏賛
　
同上
	
　　
御文
　　
鸞聖人
　　
（三帖目）
	
一、同日夕時ハ平日たるべし、
	
一、二月廿一日夕時
	
　　　
前ゼン
住ヂウ
様御
正シヤウ
当タウ
御
迨タイ
夜ヤ
ニ付、
	
　　
御
華ハナ
改アラタメ
上ヶ御
卓シヨク
上下共御
打ウチ
	
　　
鋪シキ
かけ、御
華ケ
束ソク
御らうそく上ヶ、
（8ウ）	
　　
御
焼シヤウ
香カウ
可
レ仕候、
	
　　
正信偈
　
中拍子
	
　　
念仏賛
　
弥陀成仏次第三首
	
　　
回向トモユリ三ツ
	
　　
御文
　　
末代无智
	
一、同廿二日朝当日ハ
	
　　
聖シヤウ
徳トク
太タイ
子シ
も御
正シヤウ
当タウ
之事
ニ
付、
	
　　
御
仏フ
供ク
御らうそく上ヶ御
焼シヤウ
香カウ
	
　　
可
レ仕候、
尤モトモ
此日夕時ハ平日たるべし、
	
　　
正信偈
　
中拍子
同朋大学佛教文化研究所紀要
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念仏賛
　
太子賛ノ内三首引
	
　　 　　
回向共ユリ三ツ
	
　　
御文
　　
毎月両度
	
　　
但今朝御
華ハナ
と御
華ケ
束ソク
ハ上ヶ
（9オ）	
　　
替カヱ
度候、是ハ前住様と太子ト
	
　　
差シヤ
別ベチ
いたし候御敬ひなり、
	
一、三月三日朝
上シヤウ
已シ
節セチ
会エ
ニ付、御
荘シヤウ
厳ゴン
	
　　
并
勤コン
行ギヤウ
平日之通
ニ
而
差シヤ
別ヘチ
なし、
	
　　
但御
華ハナ
には
桃モヽ
の花さしまぜ
	
　　
上るばかり也、
乍シカシ
レ
然ナカラ
此日ハ
	
　　
天親菩薩之
正シヤウ
当タウ
御
忌キ
日ニチ
ニ
	
　　
候らへハ、
上ウハ
卓シヨク
斗ハカ
り
ニ
御
打ウチ
敷シキ
かけ
	
　　
軽カロ
く御
華ケ
束ソク
御
仏フ
供ク
相
備ソナヘ
之、
	
　　
御らうそく上ヶ御
焼シヤウ
香カウ
も可
レ仕候、
	
　　
正信偈
　
中読
	
　　
念仏賛
　
天親賛ノ内三首引
	
　　
回向トモユリ三ツ
（9ウ）	
　　
御文
　　
廻り口ニ而
差シヤ
別ベチ
不ヲ
レヨ
及ハズ
	
　　
右
以イ
下ケ
六ロク
高カウ
僧ソウ
　
龍樹
　
天親
　
曇鸞
	
　　
道綽
　
善導
　
源信
	
　　
御
祥シヤウ
忌キ
日ニチ
御
敬ウヤマ
ひ之儀
在サイ
家ケ
ハ
用ヨウ
捨シヤ
	
　　
有
レ之候而も
宜ヨロシク
候、
併シカシ
信シン
後ゴ
相サウ
続ソク
之
	
　　
ため
ニ
ハ事ふれて、
	
　　
如来
前ゼン
江
之御
敬ウヤマヒ
相アヒ
勤ツトメ
候
方カタ
可シカル
レ然ヘキ
欤カ
、
	
一、同日夕時ハ平日之通、但御
華ハナ
之内
	
　　
桃モヽ
之
花ハナ
斗バカ
りを
取トリ
外之
華ハナ
と
	
　　
さし
替カヱ
候事、
	
一、三月廿四日夕時
　
迄之次第
	
　　　
廿五日
　
朝
	
　　
蓮レン
師シ
之御
正シヤウ
当タウ
ニ付、
上ウヘ
下シタ
御
卓シヨク
	
　　
御
打ウチシキだしき
敷
かけ御
華ハナ
改アラタメ
御
華ケ
束ソク
（10オ）	
　　
御らうそく上ヶ、御焼香可
レ仕候、
	
　　
正信偈
　
中拍子
	
　　
念仏賛
　
廻り口三首引
	
　　
回向共ユリ ツ
	
　　
但、廿五日朝ハ聖人和賛引べ
	
　　
御
　
文
　
廻り口ニ而差別なし
	
一、三月廿六日夕時迄之次第、此日
	
　　　
廿七日朝
	
　　
善セン
導タウ
大師御
正シヤウ
当タウ
ニ付、御
迨タイ
夜ヤ
ゟ
	
　　
御当日ハ
上ウハ
卓シヨク
ばかり
ニ
御
打ウチ
敷シキ
かけ、
	
　　
御
華ハナ
改アラタメ
上ア
ヶ
軽カロ
く御
華ケ
束ソク
	
　　
相アイ
備ソナヘ
之、御らうそく
上ア
ヶ御
焼シヤウ
香カウ
	
　　
可
レ仕候、
	
　　
正信偈
　
中読
（10ウ）	
　　
念仏賛
　
善導賛ノ内三首引
	
　　
回向トモユリ三ツ
	
　　
御
　
文
　
廻り口
ニ
而差別なし
	
一、四月廿六日夕時迄之次第、此日
	
　　　
廿七日朝
	
　　
導タウ
綽シヤク
禅セン
師シ
之御
正シヤウ
当タウ
御
忌キ
日ニチ
ニ
付、
	
　　
都スベテ
而
次ツギ
上カミ
之通、但御和賛
導タウ
綽シヤク
	
　　
賛之内
相アイ
勤ツトメ
可
レ申事、
	
一、五月五日
端タンコ
午之
節セチ
句ク
、
荘シヤウ
厳ゴン
并ニ
	
　　
勤コン
行キヤウ
平日之通、但御
華ハナ
ハ四日
	
　　
夕時前ゟ
菖シヤウ
蒲ブ
ヨモギを上る、
	
　　
五日
過スギ
常之御花にすべし、
	
一、六月九日
夕ユフ
時シ
迄之次第、此日
	
　　　
十日朝
	
　　
源クヱン
信シン
和クワ
尚シヤウ
之御正当御
忌キ
日
ニ
付、
（11オ）	
　　
都スヘテ
而
前ゼン
顕ケン
善セン
導タウ
大師御正当
ニ
	
　　
准ジユン
し
勤コレヲ
レ之ツトム
、但御和賛ハ
源クヱン
信シン
	
　　
賛サン
之内を引べし、
	
一、七月七日朝七夕之
節セチ
句ク
、
訳ワケ
而テ
	
　　
荘シヤウ
厳ゴン
ニ
不オヨ
レ及ハズ
平日之通、但し
「お内仏考」
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御
華ハナ
に
仙セン
翁オウ
花ケ
をさしそへ
	
　　
べし、但此日ハ
曇ドン
鸞ラン
大タイ
師シ
	
　　
御正当
忌キ
日ニ付、六日夕時ゟ
	
　　
当日迄
都スベテ
而
善セン
導タウ
大師之
	
　　
御正 之通
相アイ
心コヽロ
得エ
、
勤コン
行キヤウ
にハ
	
　　
曇トン
鸞ラン
賛サン
を
可アイ
二
相ツトム
勤ヘシ
一候、
勿モチ
論ロン
	
　　
夕ユウ
時ジ
ハ平日之通たるべし、
（11ウ）	
一、七月十三日夕時
盆ホン
会ヱ
初ハジマ
り、上下
	
　　
御
卓シヨク
御
打ウチ
敷シキ
かけ御
花ケ
束ソク
上ル、
	
　　
御
華ハナ
ハ
盆ボン
中チウ
槙マキ
真シン
ニ
改アラタメ
候
事、
	
　　
御らうそく上ケ焼香可
レ仕候、
	
　　
但
勤コン
行ギヤウ
之儀ハ平日之通之事、
	
一、同十四日朝ゟ十五日
昏コン
時ジ
迄を
	
　　
盆ボン
会ヱ
とす、
	
　　
正信偈
　
中拍子
	
　　
念仏賛
　
廻り口三首引
	
　　
回向共ユリ ツ
	
　　
御
　
文
　
廻り口
	
　　
但、十三日夕時ゟ十五日夜迄、
	
　　
御
仏フチ
前ゼン
ニ
燈トウ
籠ロウ
ともし
輪リン
燈トウ
（12オ）	
　　
にも火を点じ置候事、
	
一、同十六日朝ゟ平日之通たるべし、
	
　　
尤モトモ
勤コン
行キヤウ
過スギ
盆ボン
之
荘シヤウ
厳ゴン
幷に
	
　　
燈トウ
篭ロウ
をも
取トリ
仕シ
舞マイ
候事、
	
一、九月九日朝
重チヤウ
陽ヨウ
之
節セチ
句ク
荘シヤウ
厳ゴン
	
　　
勤コン
行キヤウ
平日之通、但し御
華ハナ
ハ
	
　　
菊キク
之花さし
交マゼ
上る、同日
夕ユフ
時ジ
	
　　
平日之通、但
菊キク
之花を
取トリ
外
	
　　
之
花ハナ
ニさし
替カヱ
候事、
	
一、十月十七日夕時ゟ十八日朝迄
	
　　
龍リウ
樹ジユ
菩薩御正当御
忌キ
日ニ付、
	
　　
前セン
顕ケン
善セン
導タウ
大師御
正シヤウ
当タウ
之通
（12ウ）	
　　
相
アイコン
心コヽロ
得エ
、
勤コン
行ギヤウ
にハ
龍リウ
樹シユ
賛サン
之内
	
　　
可
二相勤
一候事
	
一、十一月廿七日夕時
	
　　
祖ソ
師シ
聖人御
正シヤウ
当タウ
之大
逮タイ
夜ヤ
、
	
　　
御
華ハナアラタメ
改上
ケ上下御
卓シヨク
御
打ウチ
敷シキ
	
　　
輪リン
燈トウ
釣ツリ
やうらく朱らうそく
	
　　
上ル、御焼香可
レ仕候、
	
　　
正信偈
　
中拍子
	
　　
念仏賛
　
五十六億次第三首
	
　　
回向トモユリ三ツ
	
　　　
御
　
文
　
御正忌
　
五帖目
	
一、同廿八日朝御
仏フ
供ク
朱シユ
らうそく
	
　　
上ル、御
焼シヤウ
香カウ
可
レ仕候、
（13オ）	
　　
正信偈
　
中拍子
	
　　
念仏賛
　
三朝浄土次第三首
	
　　
回向トモユリ三ツ
	
　　
御
　
文
　
鸞ラン
聖人（三帖目）
追記
	
　　
右之通
兼ケン
日ニチ
中チウ
ニ相
勤ツトメ
、其うへ
	
　　
家カ
内ナイ
末スヘ
々〳 〵
迄御礼申上候事、
	
　　
但、右之次第ニ付御らうそくハ
	
　　
ともし
捨ステ
ニ
差サソ
置ヲキ
之候事、
	
一、同夕時御荘厳取仕廻御華
	
　　
上
ケ
替、
都スベテ
而
平日
ニ
すべし、
	
一、同廿九日朝平日
ニ
而勤行ハ
	
　　　
正信偈
　
中チウ
読トク
	
　　
念仏賛
　
不了仏智次第三首
	
　　
回向共ユリ三ツ
（13ウ）	
　　
御
　
文
　
多屋内方
　
ニ帖目
	
　　
以上、
		
　　　
例レイ
年子ン
報ホウ
恩オン
講カウ
御
取トリ
越コシ
之次第
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一、御仏前
荘シヤウ
厳ゴン
格カク
別ベチ
念子ン
入イレ
候事、
	
　　
御
卓シヨク
上下共御
打ウチ
敷シキ
下シタ
がけも
	
　　
有たし、御
華ハナ
も念入べし、
	
　　
御
華ケ
束ソク
ハ
高タカ
盛モリ
或アルイ
は
須シユ
弥ミ
盛モリ
、
	
　　
但、
白シラ
供ク
器ゲ
方ハウ
立ダテ
ハ
赤アカ
に
白シロ
覆フク
輪リン
、
	
　　
朱シユ
の花らうそく、上之香炉
ニ
ハ
	
　　
沈シン
香カウ
念の入たるを
焚タク
べし、
	
　　
輪リン
燈トウ
釣ツリ
やうらく有たし、且
	
　　
御
仏フ
餉ク
ハ朝上ヶ
置オキ
候分、御
迨タイ
夜ヤ
（14オ）	
　　
勤行
過スキ
迄
差サシ
置ヲキ
候而も
荘シヤウ
厳ゴン
	
　　
にもなりてよし、又
例レイ
之通り
	
　　
四ツ八分
ニ
下サ
ケて御
迨タイ
夜ヤ
相
勤ツトメ
候
ニ
	
　　
無ナシ
之候而も
宜
ヨロシク
候、
報ホウ
恩オン
講カウ
之儀
	
　　
在ザイ
家ケ
ハ一日一
夜ヤ
と
相アイ
心コヽロ
得ヱ
、左 通
	
　　
相アイ
勤ツトメ
候を
最サイ
上シヤウ
之御
敬ウヤマヒ
とすべし、
	
一、
初シヨ
迨タイ
夜ヤ
ゟ
勤コン
行ギヤウ
之次第
	
　　
御らうそく上ヶ御焼香可
レ仕候、
	
　　
正信偈
　
舌々
	
　　
念仏賛
　
弥陀成仏次第三首
	
　　
回向トモユリ二ツ
	
　　
御
　
文
　
大坂建立
　
四帖目
	
一、御
迨タイ
夜ヤ
之次第
（14ウ）	
　　
朱シユ
之花らうそく上ル、三
重ヂウ
念仏
	
　　
の上ヶ之
處トコロ
ニ而
立タテ
替カヱ
可
レ申事、
	
　　
御焼香も可
レ仕候、
	
　　
正信偈
　
中拍子
　
又ハ四句目下リ
	
　　
念仏賛
　
五十六億次第六首
	
　　
回向共ユリ真三ツ
	
　　
御
　
文
　
御講御文之内
	
一、
晨ジン
朝テウ
之次第
	
　　
御らうそく
不アゲ
レ上ズ
御焼香もなし、
	
　　
正信偈
　
中読
	
　　
念仏賛
　
无㝵光仏ノミコトニハ
	
　　
次第六首回向共ユリ三ツ
	
　　
御
　
文
　
鸞聖人
　
三帖目
	
一、御
日ニチ
中チウ
之次第
（15オ）	
　　
朱シユ
花らうそく上ル、三重念仏
	
　　
上ケ之処ニ而御らうそく可
立タテ
替カヘ
候、
	
　　
尤モトモ
御焼香可
レ仕候、
	
　　
正信偈
　
中拍子或ハ四句目下り
	
　　
念仏賛
　
弥陀大悲ヨリ
　
次第六首
	
　　
回向トモユリ真三ツ
	
　　　
御
　
文
　
無之
	
　　
右勤行
済スミ
之上、御らうそく
燈トモ
し
	
　　
捨ステ
にて
可サシ
二差オク
置ヘシ
候
一、
家カ
内ナイ
従ジュウ
者シャ
末スエ
々〳 〵
ニ
	
　　
至イタ
るまてミな〳〵
	
　　
御
仏ブチ
前ゼン
江
罷マカリ
出イデ
、惣御礼申上候事、
	
　　
其ソノ
後ノチ
御
荘シヤウ
厳ゴン
御
花ハナ
等
取トリ
仕シ
廻マイ
、惣
而
	
　　
平日
ニ
仕、
夕ユウ
時ジ
勤ゴン
行キヤウ
可アヒ
二
相ツトム
勤ヘク
一候事、
（15ウ）	
一、右報恩講
相アイ
済スミ
候
翌ヨク
朝テウ
御
荘シヤウ
厳ゴン
	
　　
向ムキ
平日之通
ニ
而、御らうそく御焼香
	
　　
もなし、
	
　　
正信偈
　
中チウ
読ドク
	
　　
念仏賛
　
不了仏智ヨリ次第三首
	
　　
回向トモユリ三ツ
	
　　
御
　
文
　
多屋内方
	
　　
以上
		
　　
御
移ワタ
徙マシ
之次第
	
　　
是ハ新仏様申候歟、
仏フチ
檀ダン
	
　　
仕替々節之事なり、
	
一、御
卓ショク
上下共御
打ウチ
敷シキ
	
　　　
但
赤アカ
地チ
之品
不ヨロシ
レ
宜カラズ
候、
無ム
地ヂ
白シロ
之
打ウチ
敷シキ
「お内仏考」
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かけ可申事、
	
一、御
華ケ
束ソク
高タカ
盛モリ
（16オ）	
　　　
但
白シロ
供ク
器ゲ
方ホウ
立タテ
ハ
銀ギン
か又
白シロ
之事、
	
一、御
蠟ラウ
燭ソク
	
　　　
但銀らう又白ろう之事、
	
一、御
華ハナ
	
　　　
但松竹梅又ハ松
一井チ
色シキ
、赤アカ
松ハ無用之事、
	
一、
上ウハ
香カウ
炉ロ
	
　　　
但
沈シン
香カウ
念の入たるを
焚タク
べし、
	
　　
右
勤コン
行ギヤウ
之儀は
手テ
次ツギ
寺テラ
請シヤウ
待タイ
	
　　
読ドク
経キヤウ
可有之、
経キヤウ
後ゴ
同ドウ
行ギヤウ
助シヨ
音イン
、
	
　　
正信偈
　
中読
	
　　
念仏賛
　
七宝講堂道場樹ヨリ
	
　　
次第三首回向トモユリ三ツ
	
　　
御
　
文
　
掟ヲキテ
　　　　
二帖目
（16ウ）	
　　
但
手テ
次ツキ
寺テラ
導ダウ
師シ
の
意イ
に
任マカ
すべし、
	
　　
主シュ
人ジン
之心得迄
ニ
如カクノ
斯コトク
記シル
す、
	
　　
御
遠ヱン
忌キ
御
大タイ
会ヱ
相勤候次第
	
一、手次寺
請シヤウ
待タイ
伽カ
陀タ
経キヤウ
読ドク
引ヒキ
続ツヽキ
、
	
　　
同トウ
行キヤウ
助シヨ
音イン
正信
偈ケ
念仏
賛サン
回向、
	
　　
都スヘテ
而
報恩講之通たるべし、
	
　　
荘シヤウ
厳コム
之儀は
例レイ
年子ン
報恩講之
	
　　
振フリ
合アヒ
ニ
候得共、御
大タイ
会ヱ
之儀
ニ
候へハ、
	
　　
諸シヨ
事シ
ニ
付、
別ヘチ
而シテ
念入候迄之事也、
	
一、
前セン
任ヂユ
上人様御
年子ン
回クワイ
之儀、
信シン
之
	
　　
上よりハ可
二相勤
一候、
荘シヤウ
厳コム
勤コン
行ギヤウ
	
　　
等之儀、毎年報恩講
位クラ井
之
（17オ）	
　　
事たるべし 但御和讃は浄土讃
	
　　
十二座目を引べし、
大タイ
会ヱ
	
　　
同トウ
様ヤウ
ニ
相アヒ
心コヽロ
得エ
候儀ハ
不シカル
レ
可ヘカラス
レ然候、
		
　　
在サイ
家ケ
其ソノ
家イヘ
々〳 〵
先セン
祖ソ
両リヤウ
親シン
等
	
　　
祥シヤウ
忌キ
日ニチ
幷
年子ン
忌キ
法事之次第
	
一、
上ウハ
卓シヨク
有アル
レ之候
向ムキ
は、上卓
斗ハカリ
に
	
　　
打ウチ
敷シキ
かけ
供ク
物モツ
も
軽カロ
く
備ソナヘ
え、
	
　　
御
華ハナ
改アラタメ
候事、
迨タイ
夜ヤ
当日共
	
　　
御らうそく上ヶ御
焼シヤウ
香カウ
可
レ仕候、
	
　　
勤コン
行ギヤウ
ハ三首引
ニ
而御
文フミ
共廻り口
	
　　
にて
差シヤ
別ヘチ
なし、
	
　　
但
月ツキ
次ナミ
之
忌キ
日ニチ
ニハ御
花ハナ
改アラタメ
上ア
ヶ、
（17ウ）	
　　
御らうそく
上ア
ヶ御
焼シヤウ
香カウ
仕候
	
　　
まで
ニ
而、
上ウハ
卓シヨク
御
打ウチ
敷シキ
御
花ケ
束ソク
	
　　
上ヶ候
ニ
およばす、
	
一、右同断
年子ン
忌キ
法事
相アイ
勤ツトメ
候事
	
　　
御
華ハナ
ハ
勿モチ
論ロン
、上下御
卓シヨク
御
打ウチ
敷シキ
	
　　
かけ、御
花ケ
束ソク
御らうそく上ヶ、
	
　　
御焼香可仕候、
手テ
次ツキ
寺
請シヤウ
待ダイ
仕、
	
　　
経キヤウ
読トク
之上、同行
助シヨ
音イン
勤コン
行キヤウ
之
	
　　
次シ
第タイ
ハ、
導タウ
師シ
手テ
次ツキ
寺之
意イ
ニ
	
　　
従シタガ
ふべし、
	
　　
但寺
請シヤウ
待ダイ
無ナク
之、同行中
斗ハカリ
ニ
而
	
　　
法ハフ
事ジ
相
勤ツトマ
り候ハヽ、左之通
（18オ）	
　　
正信偈
　
中拍子
	
　　
念仏賛
　
弥陀成仏
　
次第三首
	
　　
回向共ユリ三ツ
	
　　
御
　
文
　
拝ハイ
読トク
スベシ
	
　　
但又ハ、
男オトコ
之
法ホウ
事ジ
ならバ浄土
賛サン
	
　　
十四座目、女之法事ならハ同
	
　　
十
坐サ （ママ）
目御
和ワ
賛サン
、いづれも三首
	
　　
引ニ相勤可
レ申事、
	
　　
不フカウコレ
幸有
レ之アリ
候節之次第
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一、
未イマタ
葬サウ
式シキ
出シユチ
棺クワン
無ナキ
之
已イ
前ゼン
は、
	
　　
御
仏フチ
前ゼン
荘シヤウ
厳ゴン
平日之通
ニ
而
可シカル
レ然ヘシ
候、
	
　　
しかし、御
華ハナ
ハ
草クサ
木キ
共
色イロ
花ハナ
類ルイ
	
　　
除ノゾキ
き、さし
替カヘ
可
レ申候、一本花とて
（18ウ）	
　　
真シン
松マツ
壱本さす事有、
不ヨロシ
レ
宜カラズ
候、
	
　　
松にしらさき
樒シキミ
の
類ルイ
取ドリ
まぜ
	
　　
さし置べ 、
	
一、
沐モク
浴ヨク
済スミ
同行
勤コン
行ギヤウ
之節、御らう
	
　　
そく上ヶ御焼香も可
レ仕候、
	
　　
正信偈
　
舌々
	
　　
念仏賛
　
弥陀成佛三首引
	
　　
回向トモユリ二ツ
	
　　
御
　
文
　
なし
	
一、
棺クワン
置ヲキ
處トコロ
之事
穢ヱ
躰タイ
之儀なれバ、
	
　　
御仏前之
脇ワキ
之
方ハウ
ニ
小コ
屛ベウ
風フ
等
ニ
而
	
　　
隔ヘダテ
て置べし、御仏前
近チカ
く
	
　　
差サシ
置ヲキ
候事、
不フ
敬ケイ
之
至イタリ
と
心コヽロ
得ウ
べし、
（19オ）	
一、
手テ
次ツキ
寺
入ジユ
来ライ
、かミそり
相アイ
済スミ
候
上ウヘ
	
　　
勤コン
行ギヤウ
之時、御らうそく上ヶ御焼
	
　　
香可
レ仕候、右
勤コン
行キヤウ
済スミ
之上
出シユチ
棺クワン
	
　　
いたし候事、
	
一、右は
出シユチ
棺クワン
之
跡アト
ニ
而、
	
　　
御仏前
中チウ
陰イン
之御
荘シヤウ
厳ゴン
ニ
すべし、
	
　　
上下
卓シヨク
、
白シロ
無ム
地チ
之御
打ウチ
敷シキ
	
　　
白シロ
供ク
器ゲ
方ハウ
立タテ
も
白シロ
欤
銀ギン
にて、
	
　　
御
花ケ
束ソク
軽カロ
く
備ソナ
へ、御
華ハナ
ハ
色イロ
花ハナ
を
	
　　
不モチ
用井ズ
さし
替カヱ
候事、
	
　　
但、
白シロ
御
打ウチ
敷シキ
ハ
其ソノ
家イヘ
之
分フン
限ゲン
ニ
	
　　
応オヽ
じ、
白シロ
綾アヤ
・
白シロ
輪シン
子ズ
・
白シロ
羽ハ
二フタ
重ヘ
（19ウ）	
　　
等
ニ
而
拵コシラヘ
置
べし、
	
一、
葬サウ
式シキ
済スミ
之上、三日
迨タイ
夜ヤ
同トウ
行キヤウ
中ヂウ
	
　　
相
勤ツトメ
候時、御らうそく上
ケ
御焼香
	
　　
可
レ仕候、
	
　　
正信偈
　
舌々
	
　　
念仏賛
　
弥陀成仏
　
三首引
	
　　
回向共ユリカイトリ三ツ
	
　　
御
　
文
　
白骨
　
五帖目
	
　　
但
高カウ
僧ソウ
和ワ
賛サン
ノ
中ウチ
、
仏フチ
法ホウ
力リキ
ノ
不フ
思シ
議キ
ニハ
	
　　
より
次シ
第タイ
三
首シユ
に
引ヒク
もよろし、
	
一、
骨コチ
揚アゲ
之事、先ツ
骨コツ
を
拾ヒロ
ひて
	
　　
骨コチ
桶ヲケ
江
納ヲサ
め
持モチ
帰カヱ
り
仏フチ
檀ダン
之内、
	
　　
中チウ
檀ダン
之
所トコロ
ニ
差サシ
置ヲク
べし、御
卓シヨク
之上
（20オ）	
　　
香カウ
炉ロ
と
一井チ
所シヨ
に置候事、
甚タナ
以ハダ
て
（ママ）
	
　　
宜シロシ
か
（ママ）
らず、
其ソノ
心コヽ
得ヱ
有アル
べし、
	
一、
中チウ
陰イン
之内七日々々之儀、
其ソノ
分フン
限ゲン
	
　　
相サウ
応オウ
に
相アイ
勤ツトム
べし、
中チウ
陰イン
之内ハ
	
　　
御仏前
ニ
一
燈トウ
ツヽ
上ア
ケ
置オキ
度者也、
	
　　
略リヤク
しても
朝テウ
夕セキ
暫ザン
時ジ
之
間マ
ツヽハ
	
　　
御
燈トウ
明ミヤ
上ウア
ゲ
置オキ
たし、
当タウ
流リウ
にハ
	
　　
五七日を
弔トイ
上ア
ケ
とす、
猶ナオ
更サラ
日ニチ
数スウ
	
　　
短ミジカ
く候へハ一
燈トウ
ツヽ上ケ
置オク
べし、
	
　　
尤モトモ
中チウ
陰イン
之内ハ御
花ハナ
色イロ
物モノ
宜ヨロ
し
	
　　
からず、七日〳〵の
迨タイ
夜ヤ
ニ
ハ
上ウハ
卓シヨク
	
　　
ばかり
ニ
御
打ウチ
敷シキ
かけ、御
花ケ
束ソク
備ソナヘ
之
（20ウ）	
　　
御らうそく上ヶ 御
焼シヤウ
香カウ
可
レ仕候、
	
　　
勤コン
行ギヤウ
も
其ソノ
心コヽロ
得エ
有るべし
	
一、
満マン
中チウ
陰イン
弔トイ
上ア
ヶ
法ホウ
事ジ
之節、御
打ウチ
敷シキ
	
　　
赤アカ
色イロ
に直してよく、御
華ハナ
も
	
　　
色イロ
花ハナ
をさし
交マゼ
て
可シカル
レ然ヘシ
候、御らう
	
　　
そく御
華ケ
束ソク
焼シヤウ
香カウ
等ハ
勿モチ
論ロン
也、
	
　　
旦那寺
請シヤウ
待ダイ
あらハ、勤行之儀ハ
	
　　
住ヂウ
持ヂ
之
意イ
ニ
従シタガ
ふべし、
	
　
「お内仏考」
四五
	
　　
二ニ
季キ
彼ヒ
岸ガン
之事
	
一、上下御
卓シヨク
御
打ウチ
敷シキ
かけ御
華ハナ
改アラ
上タメ
	
　　
御
花ケ
束ソク
相アイ
備ソナヘ
候事、
朝テウ
夕セキ
勤コン
行ギヤウ
之
	
　　
節セツ
々〳 〵
御らうそく上ル、但御
焼シヤウ
香カウ
（21オ）	
　　
ハなし、
併シカシ
初シヨ
中チウ
后ゴ
之
朝アサ
ハ
焼シヤウ
香カウ
	
　　
もすべし、
勤コン
行ギヤウ
ハ平日之通
ニ
而
	
　　
夕ユウ
時ジ
ニ
も御文
拝ハイ
読ドク
すべし、但
	
　　
此
彼ヒ
岸カン
中
其ソノ
家イヘ
々〳 〵
の
命メイ
日ニチ
等
	
　　
当アタ
り候時ハ、
迨タイ
夜ヤ
当トウ
朝テウ
共焼香
	
　　
可仕候、御
花ケ
束ソク
ハ
初シヨ
中チウ
后コ
之
迨タイ
夜ヤ
	
　　
〳〵に
盛モリ
替カヘ
可
レ申候、
彼ヒ
岸ガン
と云ハ
	
　　
入イル
日ヒ
之
朝アサ
ゟ
初ハジマ
り、七日めの
昼ヒル
後ゴ
ニ
	
　　
荘シヤウ
厳ゴン
等
取トリ
仕シ
廻マフ
べし、
		
　　
精シヤウ
進ジン
之次第
	
一、
月ツキ
次ナミ
両リヤウ
御コ
明メイ
日ニチ
始ハシメ
、
家イヘ
々〳 〵
先セン
祖ソ
等
	
　　
之
忌キ
日ニチ
ハ、
朝アサ
ゟ七ツ時迄
相アイ
慎ツヽシミ
候事、
（21ウ）	
一、右同断
都スベテ
而
正シヤウ
忌キ
日ニチ
は
前セン
日ジツ
之
	
　　
夜ヤ
食シヨク
ゟ当日七ツ時迄之事、
	
一、
盆ホン
中チウ
精シヤウ
進ジン
なし、
	
一、
二ニ
季キ
彼ヒ
岸ガン
初シヨ
中チウ
后ゴ
之三日は
	
　　
精シヤウ
進ジン
すべし、
	
一、
霜シモ
月
七シチ
昼チウ
夜ヤ
精シヤウ
進ジン
すべし、
	
　　
但
在サイ
家ケ
ハ
其ソノ
身ミ
分フン
に
応ヲヽ
し、
	
　　
今一段
軽カロ
く三日三
位クラ井
ニ
而
	
　　
可シカル
レ
然ヘキ
欤カ
、其人々々の
心コヽロ
得エ
ニ
可アル
有ベキ
	
　　
事也、
（22オ）	
　
附録
	
一、御
仏フ
供ク
之事、当流ニハ
白ハク
飯ハン
	
　　
高タカ
盛モリ
にして
備ソナヘ
る也、右之外
	
　　
小ア
豆ツキ
飯メシ
・
茶チヤ
飯メシ
・
菜ナ
飯メシ
等之
類ルイ
、
	
　　
一切
上アケ
る事
無ム
用ヨウ
たるべし、
	
　　
又御
花ケ
束ソク
のかわり
ニ
菓クワ
子シ
之
	
　　
類ルイ
備ソナヘ
る事、
無ム
用ヨウ
と
可コヽロヱヲクヘキ
心得置
事、
	
一、御本山ゟ
頂テウ
戴タイ
之三
帖テウ
御
和ワ
賛サン
に
	
　　
曲クセ
附ツケ
する事
恐オソレ
ありと、
懐クワイ
中チウ
	
　　
本を
用モチユ
る事、
尤モトモ
之事也、
	
　　
曲キヨウ
節セツ
ハ
習ナラ
ひ
得エ
たり共、
他タ
に
	
　　
ほこる心あらハ
不フ
冥ミヤウ
加ガ
之
至イタリ
也、
（22ウ）	
　　
節フシ
轉ハカ
士セ
にハよるべからず 人々
	
　　
の
分ブン
限ゲン
なりと云て中〳〵
	
　　
容ヨウ
易井
ならざる事也、
必
カナラズ
〳〵
	
　　
心コヽロ
得エ
違タガ
ふべからず、
	
一、勤行中らうそく
立タテ
替カヱ
候事、
	
　　
先ツハ
立タテ
替カエ
なしに勤行相
	
　　
済スミ
候而も、
餘ヨ
程ホド
残ノコ
り候
位クラ井
之
	
　　
らうそくを
上アゲ
るべし、もし
	
　　
小ろうそく
ニ
而勤行中に
	
　　
もへじり
ニ
相成候ハヽ、可
二立タテ
替カエ
一候、
	
　　
左サ
様ヤウ
之
時トキ
ハ、三
重ヂウ
念仏之上ケ
	
　　
之
處トコロ
ニ
而
立タテ
替カエ
候もの也、亦
（23オ）	
　　
大らうそく
ニ
而ももへつくず
	
　　
出デ
来キ
候て、
火クワ
勢セイ
くらく相成
	
　　
候之時ハ、二
重ヂウ
念仏の
上ア
ヶ之処
	
　　
にて
真シン
を
切キリ
候也、
報ホウ
恩オン
講カウ
ハ
	
　　
勤行
永ナガ
く候へハ、花らうそく
	
　　
にても三
重ヂウ
念仏之上ヶニ而、
	
　　
必カナラズ
らうそく
立タテ
替カエ
可
レ申候、
	
　　
右いづれも
其ソノ
家イヘ
々〳 〵
主シユ
人ジン
之
	
　　
心コヽロ
得エ
也、
尤モトモ
其ソノ
取トリ
扱アツカヒ
方カタ
、勤行中
	
　　
之事ニ付、
随スイ
分フン
相アイ
慎ツヽシミ
しとやか
	
　　
に
取トリ
扱アツカヒ
、
礼レイ
敬ケイ
可アル
有ヘキ
之事、
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一、勤行中ハ御
大タイ
切セツ
之御事
ニ
付、
（23ウ）	
　　
無ヨ
餘子ン
念ナク
人ジン
気キ
不ウコカヌ
動
様ヤウ
相アイ
慎
ツヽシミ
	
　　
可アイ
二
相ツトム
勤ヘシ
一候、
彼カレ
是コレ
と
立タチ
騒サハギ
候事、
	
　　
或アルイ
は
勝カツ
手テ
向ムキ
騒サハガ
しからざる
	
　　
やう
ニ
、
主シユ
人ジン
心を
配クバ
り可
レ申候、
	
　　
若モシ
又マタ
輪リン
燈トウ
などゆり
込コミ
候て、
	
　　
消キヱ
かゝり候事有之候ハヽ、
夫ソレ
々〳 〵
	
　　
勤コン
行ギヤウ
之
透スキ
間マ
を
相アイ
考カンガヘ
、かゝげ
	
　　
上ヶ可レ申候、何分ニも
	
　　
御仏前江
向ムカ
ひ、がさつ之
挙フル
	
　　
動マイアル
有
之べからず、
外ゲ
典デン
ニ
も
	
　　
神シン
を
祭マツ
る事
神シン
在イマス
が如く
	
　　
と云り、
随ズイ
分ブン
相アイ
慎ツヽシミ
、
恭ク
敬ケウ
尊ソン
（24オ）	
　　
重ヂウ
せしむへきものなり、
	
一、如来様
拝ハイ
礼レイ
仕シ
やう之事、
	
　　
両リヤウ
手テ
を
篤トク
と
胸ム子
之
中ナカ
程ホド
に
	
　　
当アテ
ておがむべし、
唇クチヒル
や
	
　　
鼻ハナ
之
穴アナ
江
指ユビ
先サキ
を
付ツケ
るは
	
　　
よろしからず、又
両リヤウ
手テ
之
	
　　
ゆびを
入イレ
交マセ
にする、是を
	
　　
合カツ
掌シヤウ
叉シヤ
手シユ
といふて、是も
	
　　
宜ヨロ
しからず、
左サ
右ユウ
之
指ユヒ
先サキ
	
　　
組クミ
合アハ
せおがむハ
秘ヒ
事ジ
法門
	
　　
之者
多ヲホ
く
用モチユ
る事なり、
	
　　
当流 御
門モン
徒ト
一切
無ム
用ヨウ
たるべし、
（24ウ）	
一、御
和ワ
賛サン
御
文フミ
いただき
様ヤウ
之事、
	
　　
何イツ
れ
ニ
も
本ホン
の
下シタ
之
処トコロ
を
両リヤウ
手テ
	
　　
にて
持モチ
、
我ワガ
額ヒタイ
口クチ
迄
真マ
一井チ
字ジ
	
　　
におし
上ア
ヶ、
頭カシラ
ハ
少スコ
しうつむく
	
　　
心コヽロ
持モチ
にて、うや〳〵
敷シク
御
大タイ
切セツ
ニ
	
　　
いただくべし、
只タヾ
軽カロ
々〳 〵
敷シク
	
　　
口クチ
にねぶるか、
鼻ハナ
にかぐ
様ヤウ
ニ
	
　　
いただくハ
甚
ハナハタ
不フ
敬ケイ
之
至イタリ
也、
	
　　
導タウ
師シ
相アイ
勤ツトメ
候ハヽ、
別ヘチシテコヽロ
而可
レ有ヱ
	
　　
心アルヘキ
得
候事、
	
一、
袴ハカマ
肩カタ
衣キヌ
或アルヒ
は
上カミ
下シモ
着チヤク
用ヨウ
之儀、
	
　　
惣じて寺方
請シヤウ
待ダイ
、
都スベテ
而
、
（25オ）	
　　
式シチ
立タチ
候
法ホウ
会エ
之時は、
身ミ
分フン
ニ
応ヲヽ
じ
	
　　
勿モチ
論ロン
着チヤク
用ヨウ
可イタス
レ致ヘク
候、
報ホウ
恩オン
講コウ
、
	
　　
又ハ
年子ン
回クワイ
法事等之節ハ、
袴ハカマ
	
　　
着チヤク
用ヨウ
可
レ致事也、近来ハ
略リヤク
を
	
　　
好コノ
ミ候様
ニ
なりたり、
潜セン
上シヤウ
にハ
	
　　
あらず、御
敬ウヤマヒ
を
分フン
別ヘチ
して
	
　　
混コン
同トウ
すべからず、
	
一、
上ウハ
香カウ
炉ロ
焼シヤウ
香カウ
仕候上、ふたを仕候
	
　　
ものなり、しかし
蓋フタ
仕候てハ
	
　　
香カウ
立タチ
兼カ子
候ハヽ、ふたを
上ウハ
卓シヨク
	
　　
之上
ニ
取トリ
置ヲク
べし、
勤コン
行キヤウ
済スミ
	
　　
之うへ、
必カナラズ
ふた仕候もの也、
（25ウ）	
一、御仏前
ニ
半ハン
畳ヂウ
ござ
敷シキ
事、
	
　　
随スイ
分フン
宜ヨロ
候シク
、
寺テラ
方カタ
請シヤウ
待タイ
之時ハ、
	
　　
必
カナラス
可シク
鋪ヘシ
候、
毛モウ
せんを
敷シキ
候うへ
ニ
	
　　
薄ウス
ござ
敷シキ
候事
不ヨロシ
宣カラス
候、
両リヤウ
	
　　
品シナ
之内いづれ
ニ
而も一
方ハウ
にて
	
　　
可シカル
レ然ヘキ
事、
		
　　
法ホウ
義キ
者シャ
身ミ
持モチ
之ノ
事
	
一、御
公コウ
義キ
御
法ホウ
度ト
幷
ニ
	
　　
御
国コク
法之儀は
勿モチ
論ロン
、
仁シン
義ギ
	
　　
礼レイ
智チ
信シン
五コ
常ジヤウ
之
道ミチ
、
少スコ
しも
	
　　
不アイソムカヌヤウイタスヘキ
相背様可致
事、
是コレ
元クワン
来ライ
	
　　
御
文フミ
之御
教ケウ
化ケ
也、
尚ナヲ
今コン
般ハン
（26オ）	
　　
被
二仰出
一候七ヶ
條テウ
幷、六ヶ
条デウ
「お内仏考」
四七
	
　　
等トウ
之御
趣シユ
意イ
也、
急キツ
度ト
相アイ
耆
タシナム
	
　　
べし、法義
歓ヨロコ
ふ
程ホド
之
身ミ
分フン
	
　　
に、
聊イサヽカ
も
不フ
埒ラチ
之事有之
ニ
	
　　
おゐてハ、
常ツ子
之人
悪ア
敷シキ
	
　　
より
格カク
別ヘチ
に
目メ
立タチ
候て、
	
　　
祖ソ
師シ
善セン
知チ
識シキ
様之御
㒵カホ
に
	
　　
泥ドロ
をぬる
道トウ
理リ
に
相アヒ
当アタ
り、
	
　　
大タイ
罪ザイ
是に
過スキ
たるハなし、と
	
　　
可コヽロ
二相ウベシ
心
得
一候、是宗門之あた
	
　　
敵カタキ
にして、当流
衰スイ
微ビ
之
基モト
	
　　
と成候事、
常ツ子
に
忘バウ
脚キヤク
すべ
（26ウ）	
　　
からず、恐れ
可ツヽシム
レ慎ヘキ
事、
	
一、
何ナニ
程ホド
口クチ
に
常ツ子
に法義を
述ノベ
	
　　
候ふても、
都スベテ
而
之人に
能ヨキ
人ヒト
と
	
　　
思ヲモ
ハれずハ、仏法に
入イリ
たる
	
　　
所シヱ
詮セン
無之候、
謗ハウ
難ナン
こそ
招マ子
き
	
　　
出イタ
せ
何ナニ
程ホド
申す共、
聞キク
人ヒト
が
	
　　
信シン
仰カウ
無ナキ
之もの也、
随ズイ
分ブン
〳〵
	
　　
柔ニウ
和ワ
忍ニン
辱ニク
ニ
可アル
有ヘキ
之事、
	
一、第一
ニ
后コ
生シヤウ
こそ
一井チ
大タイ
事シ
也、と
	
　　
いふ信心を
可トル
レ取ヘキ
事ハ
勿モチ
論ロン
也、
	
　　
信シン
の
上ウヘ
よりハ
智チ
之
御コミヤウ
冥
見ケン
	
　　
に
慚ハチ
入イリ
て、
身ミ
を
慎
ツヽシミ
御コ
恩オン
（27オ）	
　　
報ハウ
謝シヤ
之
称シヤウ
名ミヤウ
、
不ケダイアルベカラザル
可有懈怠
	
　　
ものなり、
	
一、法義
歓ヨロコ
ふ
所シヨ
詮セン
にハ
家カ
内ナイ
	
　　
之者も
打ウチ
やわらぎ、
万ハン
事ジ
	
　　
仏法
上ウヘ
より
因イン
果クワ
をあき
	
　　
らめ、
堪カン
忍ニン
を
専モハラ
ニ
仕り、
親シン
子シ
	
　　
兄ケウ
弟タイ
夫フウ
婦フ
、
其ソノ
外ホカ
眷ケン
属ソク
に
	
　　
至イタ
る迄
睦ムツマ
敷ジク
相アイ
暮クラ
し、
尚ナヲ
又マタ
	
　　
家カ
業ゲウ
夫ソレ
々〳 〵
無ユ
油タン
断ナク
相アイ
励ハゲ
ミ
	
　　
候らハヽ、
自シ
然子ン
と
其ソノ
家イエ
繁ハン
昌シヤウ
	
　　
し、
弥イヨ〳〵
御法義も
潤ウルハ
ふべし、
	
　　
返カヘ
す〳〵も
信シン
の
上ウヘ
よりは、
（27ウ）	
　　
常ツ子
に
冥ミヤウ
加カ
を
恐ヲソ
れ
奉タテマツ
り、
	
　　
正シヤウ
直ジキ
之
心コヽロ
懸ガケ
第タイ
一井チ
之事、
		
　
当流
筆ヒチ
記キリ
略ヤク
字ジ
を
知シル
事コト
、
			
			
　　
右之外
考カンカ
へて
読ヨム
べし、
	
　　
御
文フミ
五
帖デウ
を
知シ
る
哥ウタ
	
一ハ
或アル
、二ハ
多タ
屋ヤ
内ナイ
ニ、三ハ
抑ソモ
、
	
　
四ハ
夫ソレ
真シン
宗シユ
、
五コ
帖テウ
末マチ
代タイ
、
（28オ）	
　　
跋
	
　
そも〳〵
当タウ
流リウ
の佛法に
	
　
帰キ
する御
門モン
徒ト
等、
来ク
る
月ツキ
・
	
　
変る
日ヒ
毎コト
に
内ナイ
佛フチ
前ゼン
の
勤コン
行ギヤウ
・
	
　
荘シヤウ
厳コム
等に
聊イサヽカ
の
差サ
略リヤク
を
求モトメ
る
	
　
事コト
おこかましく、
片カタ
腹ハラ
いたき
	
　
風フ
情セイ
なれども、
彼カノ
つれ〳〵に
	
　
筆フデ
をとれば物かゝれ、
楽カク
器キ
	
　
を
取トレ
は
音子
を
立タテ
んとおもふ、
	
　
心コヽロ
は
事コト
にふれて
来キタ
ると、
	
　
假カリ
にも
其ソノ
器ウツハ
に
遊アソ
ふ
時トキ
ハ、
	
　
自シ
然ゼン
と
佛フチ
恩オン
師シ
恩オン
の
浅セン
深シン
（28ウ）	
　
厚カウ
薄ハク
をも
知シ
り、
次ツキ
にハ
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己ヲノレ
〳〵が
分フン
限ゲン
に、
過クワ
不フ
及ギフ
の
	
　
失シツ
おも
辨ワキマ
へ、
謙ケン
譲シヤウ
の
礼レイ
敬ケイ
	
　
を
重ヲモ
んずる時は、
佛フチ
祖ソ
の
	
　
冥シヤウ
慮リヨ
にもかなひ、
報ホウ
恩オン
	
　
謝シヤ
徳トク
にも
相アイ
備ソナ
はり
侍ハンベ
らんと、
	
　
爾シカ
言イフ
、
	
　　
文政十二
丑
年初夏
	
　　
発起
　
釋朋公（印）
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